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【 請 求 項 １ 】
　 表 面 に 第 １ の 凹 部 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ２ の 凹 部

が 形 成 さ れ 板 と 、
　 前 記 第 １ の 凹 部 前 記 第 ２ の 凹 部 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第
１ の 金 属 膜 第 ２ の 金 属 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 金 属 膜 前 記 第 ２ の 金 属 膜 上 に 第 １ の 絶 縁 膜
と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜

Ｔ Ｆ Ｔ と 、
　
　 前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 、 前 記

、 前 及 び 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し
た 第 ３ の 凹 部 た 基

、 、 及 び 前 記 第 ３ の 凹 部
、 、 及 び 第 ３ の 金 属 膜

、 、 前 記 第 ３ の 金 属 膜 形 成 さ れ た

前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 上 に 形
成 さ れ た

前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
の 上 方 に お い て 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形

成 さ れ た 発 光 素 子 と を 有 し 、



　 陽 極 と 、 陰 極 と 、 前 記 陽 極 及 び 前 記 陰 極 に 挟 ま れ た と を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

　

　

　

　
　

　
　
　 前 記 画 素 電 極 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 が 重 な り 、
　 前 記 画 素 電 極 上 に 有 機 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 前 記 有 機 層 の 端 部 が 形 成 さ
れ 、
　 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 上 面 と 斜 面 と 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 一 部 の 上 と 、 前 記 有 機 層 上 に 陰
極 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 陰 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 斜 面 と 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 一 部 と 、 前 記 有 機 層 の
端 部 に 囲 ま れ た 凸 部 の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　

　

　

　

　
　

　
　
　 前 記 陽 極 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 が 重 な り 、
　 前 記 陽 極 上 に 有 機 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 前 記 有 機 層 の 端 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 有 機 層 の 上 に 陰 極 が 形 成 さ
　 記 陰 極 の 端 部 と 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 上 面 と 斜 面 と 、 第 ３ の 絶 縁 膜 の 一 部 と 、 前 記
有 機 層 の 端 部 に 接 す る よ う に 第 ５ の 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 上 に 金 属 膜 が 形 成 さ
　 記 第 ５ の 絶 縁 膜 凹 部 る こ と に よ 記 金 属 膜 凸 部 の 形 状 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｎ Ｏ 、 Ｄ Ｌ Ｃ の 単 ま た は 積 層 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 発
光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
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前 記 発 光 素 子 は 有 機 層

表 面 に 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ２ の 凹 部 及 び 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た
第 ３ の 凹 部 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、

前 記 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 ２ の 凹 部 、 及 び 前 記 第 ３ の 凹 部 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第
１ の 金 属 膜 、 第 ２ の 金 属 膜 、 及 び 第 ３ の 金 属 膜 と 、

前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 、 前 記 第 ３ の 金 属 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜
と 、

前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形
成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、

前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 接

し て 形 成 さ れ た 画 素 電 極 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ３ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 上 面 と 斜 面 と を 有 す る 第 ４ の 絶 縁 膜 と を 有 し 、

の 端 と

極 は 上

表 面 に 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ２ の 凹 部 及 び 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し
た 第 ３ の 凹 部 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、

前 記 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 ２ の 凹 部 、 及 び 前 記 第 ３ の 凹 部 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第
１ の 金 属 膜 、 第 ２ の 金 属 膜 、 及 び 第 ３ の 金 属 膜 と 、

前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 、 前 記 第 ３ の 金 属 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜
と 、

前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形
成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、

前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 接

し て 形 成 さ れ た 陽 極 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ３ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 上 面 と 斜 面 と を 有 す る 第 ４ の 絶 縁 膜 と を 有 し 、

の 端 と

れ 、
前 上

、 凹 部 を 有 す る
れ 、

前 が 前 記 を 有 す り 、 前 は

３
層



　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 金 属 膜 は 、 Ａ ｌ を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　
　

【 請 求 項 ７ 】
　
　

【 請 求 項 ８ 】
　
　
【 請 求 項 ９ 】
　
　
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 携 帯 型 情 報 端 末 、 デ ジ タ ル
カ メ ラ 、 デ ジ タ ル ビ デ オ デ ィ ス ク プ レ ー ヤ ー 、 車 載 用 後 方 確 認 モ ニ タ ー 、 テ レ ビ 電 話 、 カ
ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ま た は 電 子 遊 技 機 器 こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 板 に 凹 部 を 形 成 、
　 前 記 金 属 膜 を 形 成 、
　 前 板 の 表 面 と 前 記 金 属 膜 の 一 部 を 研 磨

、
　 前 記 金 属 膜 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成
、
　

　
　 陽
極
　
　 陰 形 成 す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　
　
　

　

　

　
　

　 前 記 画 素 電 極 の と 重 な ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 、
　 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成
　 前 記 画 素 電 極 上 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 端 部 上 に 有 機 層 を 形 成 、
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３

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 ２ の 凹 部 、 前 記 第 ３ の 凹 部 の 深 さ は ２ ５ ～ ２ ０ ０ μ ｍ で あ る こ

と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 、 及 び 第 ３ の 金 属 膜 は 、 Ｗ 、 Ｔ ａ 、 Ａ ｇ 、 Ｔ ｉ 、

Ａ ｌ 、 Ｃ u、 Ｐ ｄ の 単 体 ま た は 合 金 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 、 二 酸 化 珪 素 を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、 有 機 絶 縁 物 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

９
前 記 発 光 装 置 は 、

の 表 示 部 に 用 い ら れ る

基 上 第 １ の 凹 部 、 第 ２ の 凹 部 及 び 第 ３ の し
基 板 上 に し

記 基 し 前 記 凹 部 に 沿 っ て 第 １ の 金 属 膜 、 第 ２ の 金
属 膜 及 び 第 ３ の 金 属 膜 を 形 成 し

第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 及 び 前 記 第 ３ の し

前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｔ
Ｆ Ｔ を 形 成 し 、

前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に
を 形 成 し 、
前 記 陽 極 上 に 有 機 層 を 形 成 し 、
前 記 有 機 層 上 に 極 を こ と を 特 徴 と す る

基 板 上 に 第 １ の 凹 部 、 第 ２ の 凹 部 及 び 第 ３ の 凹 部 を 形 成 し 、
前 記 基 板 上 に 金 属 膜 を 形 成 し 、
前 記 基 板 の 表 面 と 前 記 金 属 膜 の 一 部 を 研 磨 し 前 記 凹 部 に 沿 っ て 第 １ の 金 属 膜 、 第 ２ の 金

属 膜 及 び 第 ３ の 金 属 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 及 び 前 記 第 ３ の 金 属 膜 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し

、
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｔ

Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 接

し て 画 素 電 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 端 が 端 る 第 し

上 に 上 面 と 斜 面 と を 有 す る し 、
し



　 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 上 面 及 び 斜 面 と 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 一 部 と 、 前 記 有 機 層 に 接 す
る よ う に 陰 極 を 形 成 す る す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　
　
　

　

　

　
　

　 前 記 陽 極 の と 重 な ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 、
　 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 、
　 前 記 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 端 部 上 に 有 機 層 を 形 成 、
　 前 記 有 機 層 上 に 接 す る よ う に 前 記 陰 極 を 形 成 、
　 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 上 面 及 び 斜 面 と 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 一 部 と 、 前 記 有 機 層 の 一 部
と 、 前 記 陰 極 に 第 ５ の 絶 縁 膜 を 形 成 、
　 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 上 に 金 属 膜 を 形 成 す る す る 発 光 装 置 の 作 製
方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 を Ｃ Ｍ Ｐ に よ っ て 平 坦 発 光 装 置 の 作 製
方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 サ ン ド ブ ラ ス ト 法 に よ っ て 、 前 記 凹 部 を 形 成 す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 エ ッ チ ン グ 法 に よ っ て 、 前 記 凹 部 を 形 成 す る 発
光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 の 構 成 は 、 表 面 に 第 １ の 凹 部 及 び 、 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ２ の 凹
部 が 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 と 、 前 記 第 １ の 凹 部

前 記 第 ２ の 凹 部 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 １ の 金 属 膜 第 ２ の
金 属 膜 と 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 前 記 第 ２ の 金 属 膜
上 に 第 １ の 絶 縁 膜 と 、 前 記
第 １ の 絶 縁 膜 Ｔ Ｆ Ｔ と 、

前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 、
前 記 、 陽 極 と 、 陰 極 と 、 前
記 陽 極 及 び 前 記 陰 極 に 挟 ま れ た と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 で あ る 。 発 光
素 子 と 金 属 膜 と が 重 な ら な い た め 、 開 口 率 の 低 下 が 起 こ ら な い 。

(4) JP 2002-352950 A5 2005.8.18

上
凸 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と

基 板 上 に 第 １ の 凹 部 、 第 ２ 及 の 凹 部 び 第 ３ の 凹 部 を 形 成 し 、
前 記 基 板 上 に 金 属 膜 を 形 成 し 、
前 記 基 板 の 表 面 と 前 記 金 属 膜 の 一 部 を 研 磨 し 前 記 凹 部 に 沿 っ て 第 １ の 金 属 膜 、 第 ２ の 金

属 膜 及 び 第 ３ の 金 属 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 及 び 前 記 第 ３ の 金 属 膜 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し

、
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｔ

Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 接

し て 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 端 が 端 る 第 し

上 に 上 面 と 斜 面 と を 有 す る し
し

し
上

上 凹 部 を 有 す る し
凸 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と

１ １ 乃 至 請 求 項 １ ３ の い ず れ か 一 項
化 す る こ と を 特 徴 と す る

１ １ 乃 至 請 求 項 １ ４ の い ず れ か 一 項
こ と を 特 徴 と す る

１ １ 乃 至 請 求 項 １ ５ の い ず れ か 一 項
第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の こ と を 特 徴 と す る

及 び 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ３ の 凹 部
、 及 び 前 記 第 ３ の 凹 部 、

及 び 第 ３ の 金 属 膜 、 及 び 前 記 第 ３ の 金 属 膜
前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、

上 に 形 成 さ れ た 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 形
成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、 の 上 方 に お い て

第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 発 光 素 子 と を 有 し 前 記 発 光 素 子 は
有 機 層



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 の 構 成 は 、 前 記 凹 部
は ２ ５ ～ ２ ０ ０ μ あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 の 構 成 は 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 及 び 前 記 第 ２ の 金 属 膜 は
、 Ｗ 、 Ｔ ａ 、 Ａ ｇ 、 Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ 、 Ｃ u、 Ｐ ｄ の 単 体 ま た は そ れ ら か ら 選 ば れ た 積 層 ま た は
そ れ ら か ら 選 ば れ た 合 金 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 で あ る 。 こ こ で 採 用 す る 金 属
は 、 可 視 光 領 域 に お け る 光 の 反 射 率 が 基 板 の 材 質 よ り も 高 い こ と が 好 ま し く 、 好 ま し く は
６ ０ ％ 以 上 あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 こ こ で 採 用 す る 金 属 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ の 作 製 工 程 に 対 し
、 十 分 な 耐 熱 特 性 を 有 す る こ と が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 の 構 成 は 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 発 光 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 の 構 成 は 、

前 記 画 素 電 極 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 が 重 な り 、 前 記 画 素 電 極 上
に 有 機 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 前 記 有 機 層 の 端 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 絶
縁 膜 上 に 、 か つ 、 前 記 有 機 層 及 び 前 記 画 素 電 極 の 横 方 向 に は 、 上 面 と 斜 面 を 有 す る 第 ４ の
絶 縁 膜 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 上 面 と 斜 面 と 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 一 部 の 上 と 、
前 記 有 機 層 上 に 陰 極 が 形 成 さ れ 、 前 記 陰 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 斜 面 と 、 前 記 第 ３ の 絶
縁 膜 の 一 部 と 、 前 記 有 機 層 の 端 部 に 囲 ま れ た 凸 部 の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光
装 置 で あ る 。 陰 極 に 形 成 さ れ た 凸 部 が 近 接 し た 画 素 へ の 光 漏 れ を 防 い で い る 。 該 第 ３ の 絶
縁 膜 及 び 該 第 ４ の 絶 縁 膜 を そ れ ぞ れ 第 ３ の 層 間 絶 縁 膜 、 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 と 記 す 。
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第 １ の 凹 部 、 前 記 第 ２ の 凹 部 及 び 前 記 第 ３ の の 深 さ
ｍ で

及 び 第 ３ の 金 属 膜

有 機 樹 脂 材 料

表 面 に 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ２ の 凹 部 及
び 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ３ の 凹 部 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、 前 記 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 ２
の 凹 部 、 及 び 前 記 第 ３ の 凹 部 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 １ の 金 属 膜 、 第 ２ の 金 属 膜 、
及 び 第 ３ の 金 属 膜 と 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 、 前 記 第 ３ の 金 属 膜 上 に 形 成
さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前
記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に
形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て
、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 接 し て 形 成 さ れ た 画 素 電 極 と 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た
第 ３ の 絶 縁 膜 と を 有 し 、 の 端 と

極 は
上



【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 の 構 成 は 、

前 記 陽 極 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 が 重 な り 、 前 記 陽 極 上 に 有 機 層 が 形
成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 前 記 有 機 層 の 端 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 有 機 層 の 上 に 陰 極 が 形
成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 、 か つ 、 前 記 有 機 層 及 び 前 記 陰 極 の 横 方 向 に は 、 上 面 と 斜
面 を 有 す る 第 ４ の 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ 、 前 記 陰 極 の 端 部 と 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 上 面 と 斜 面
と 、 第 ３ の 絶 縁 膜 の 一 部 と 、 前 記 有 機 層 の 端 部 に 接 す る よ う に 第 ５ の 絶 縁
膜 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 上 に 金 属 膜 が 形 成 さ 記 第 ５ の 絶 縁 膜 凹 部

こ と に よ り 、 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 に 接 す る 前 記 金 属 膜 凸 部 の 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 発 光 装 置 で あ る 。 該 第 ３ の 絶 縁 膜 、 該 第 ４ の 絶 縁 膜 及 び 該 第 ５ の 絶 縁 膜 を そ れ ぞ れ 第
３ の 層 間 絶 縁 膜 、 第 ４ の 層 間 絶 縁 膜 及 び 第 ５ の 層 間 絶 縁 膜 と 記 す 。 こ の 金 属 膜 に 形 成 さ れ
た 凸 部 が 近 接 し た 画 素 へ の 光 漏 れ を 防 い で い る 。 さ ら に 、 第 ５ の 層 間 絶 縁 膜 を 介 し て 陰 極
の 上 方 に 金 属 膜 ２ ５ １ を 形 成 す る こ と に よ り 、 上 方 に 出 射 し た 光 を 反 射 さ せ 、 下 方 に 光 の
取 り 出 す こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 他 の 発 明 の 構 成 は 、 第 ５ の 絶 縁 膜 は Ｓ ｉ Ｎ Ｏ 、 Ｄ Ｌ Ｃ の 単 ま た は そ れ ら か ら 選
ば れ た 積 層 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 発 光 装 置 は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 携 帯 型 情 報 端 末 、 デ ジ タ
ル カ メ ラ 、 デ ジ タ ル ビ デ オ デ ィ ス ク プ レ ー ヤ ー 、 車 載 用 後 方 確 認 モ ニ タ ー 、 テ レ ビ 電 話 、
カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ま た は 電 子 遊 技 機 器 に 用 い 。
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表 面 に 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ２ の 凹 部 及
び 前 記 第 １ の 凹 部 に 隣 接 し た 第 ３ の 凹 部 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、 前 記 第 １ の 凹 部 、 前 記 第 ２
の 凹 部 、 及 び 前 記 第 ３ の 凹 部 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 １ の 金 属 膜 、 第 ２ の 金 属 膜 、
及 び 第 ３ の 金 属 膜 と 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 、 前 記 第 ３ の 金 属 膜 上 に 形 成
さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ３ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て 、 前
記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に
形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 と 前 記 第 ２ の 金 属 膜 と の 間 の 上 方 に お い て
、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 接 し て 形 成 さ れ た 陽 極 と 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ３
の 絶 縁 膜 と を 有 し 、 の 端 と

上 凹 部 を 有 す る
れ 、 前 が を 有 す

る は

層

の 表 示 部 ら れ る
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